






























ムコイル)が 秩序的なラメラ構造へ変化 し、積み重なって高次構造を形成 してい くのかについても、ほ
とんど解明されていない。私達は、ポリエチレソの結晶化過程における分子鎖の形態変化が結晶ラメラ
の出現や球晶への組織化とどのようにかかわっているのかを、中性子散乱、X線 散乱、振動分光、熱分
析、コソピュータシミュレーショソ等、様々の手法を駆使して分子レベルから検討 してきた。その結果、
結晶化の初期において、分子鎖はラソダムコイルから直接 ラメラに変化するのではなく、コソフォーメー
ショソ的に乱れた液晶的な構造を経由して規則化、ラメラ形成につながっていくことを、・実験的に初め
て明らかにすることに成功 した。現在、結晶成長へつながる機構等をより詳細に調べているところであ
る。
このようにして、高分子の構造発現機構、さらには高次構造と物性 ・機能との関わりを分子次元から
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明らかにできるようになると、様々な方面への発展が期待できる。例えば、生体は、複雑な高分子の集
合組織の究極とも言えるものであるが、外部環境変化に対応 して起こる生体高砂子の構造や機能の変化
の解明に、上記で得られる概念なり手法なりを拡張発展させていくことができるかもしれない。そのた
めにも、現在、合成高分子について行ならている基礎的研究を確固たるものにする必要があると考えて
いる。
最近、理工系学部で学ぶ女子学生が大幅に増えてきたが、その割りには女性研究者の数が少ない。あ
まりにも、女性研究者の雇用の機会が少なすぎるように思う。21世紀を女性研究者に開かれた時代とす
るためには、女性自身が、研究者としての存在意義をを社会に認めさせる努力をこれまで以上に行って
いく必要がある。私も今後、研究者としての意識を高め、独創的な高分子科学の研究を展開できるよう
頑張っていきたい。
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